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本日 お話しする内容

「他部門に比べ、経理部門のDXは遅れがち」とのお声や、

「DXを実現しなければと考えつつも、まだその手前にある」とのお話を、

多くの経理部門の皆さまに伺います。

一方、ミスや抜け漏れが絶対に許されない多くの定型業務を抱えており、

状況によっては、「急激な変化を避けたい」とのお話も伺います。

そこで、本セミナーでは、

実際に経理部門のDXを少しづつ推進した成功事例をもとに、

まずは、すぐに実施可能なハードルの低い始め方やその後の成果に関してご紹介します。



プログラム

1　なぜ決算業務は非効率になってしまうのか？

2　経理業務のDX推進「3つのポイント」

3　経理部門におけるDX「成功事例」

4　質疑応答



1 なぜ決算業務は非効率になってしまうのか？



MF KESSAI、「経理財務・会計担当者のテレワークの対応状況」に関する調査
https://mfkessai.co.jp/news/press-20200427

経理担当者のテレワーク対応状況

83%の経理担当者は緊急事態宣言後も出社をしていた

50%の経理担当者は

テレワークを実施していない

他部署と比較してテレワークを行いにくいと

61%の経理担当者が思っている



アフターコロナのバックオフィス業務に関する読者調査（アイティメデイア株式会社）
https://corp.itmedia.co.jp/pr/releases/2020/06/30/ibo_covid19/

テレワークにおいて、バックオフィス業務で支障が出ている要素

請求書、契約書などの紙対応



なぜ決算業務は非効率になってしまうのか？

業務を縦割りで行うため、どうしても属人化してしまう

その結果、ベテランにノウハウが蓄積

（まさに生き字引）

デジタル化を含めた業務改善を行おうにも、どこから手をつ

けたらいいのか分からない



2 経理業務のDX推進「3つのポイント」



2018年
経済産業省
DXレポート



DX（デジタルトランスフォーメーション）とは

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル

技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービ

ス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、

組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性

を確立すること

経済産業省
デジタルトランスフォーメーションを推進するためのガイドライン
https://www.meti.go.jp/press/2018/12/20181212004/20181212004-1.pdf



DXまでのステップ

デジタイゼーション
Digitaization

● 紙を電子化

● 会議をオンライン化

● RPAによる自動化

デジタライゼーション
Digitalization

● 自動車の所有からカー
シェアリングへ

● ドラマや映画をオンライン
配信で

● データの自動連携による
プロセス変革

デジタルトランスフォーメー
ション

Digital Transformation

アナログ作業をデジタルに置き換える

ことで業務を効率化する

デジタル技術を活用し、ビジネスプロ

セスを変え、新しいビジネスモデルを

創出する

ビジネスモデル、業務プロセス、組織、

企業文化・風土を変革する



DXの世界_テンセントの新本社ビル（2024年12月 竣工予定）



2020年
経済産業省
DXレポート2



バックオフィス組織でDXをどう捉えるか

デジタイゼーション、デジタライゼーションは加速度的に進んでいく

その先にはデジタルトランスフォーメーションがあり、ビジネスモデルだけでなく組

織も企業文化・風土も変革していく

企業を支えるバックオフィスはその変化のスピードに合わせて

バックオフィスの組織や文化・風土も変わり続けて
いかなければいけない



2020年
経済産業省
DXレポート2



2020年
経済産業省
DXレポート2

「DX=レガシーシステム刷新」など、
本質的でない解釈

9割以上がDXに着手できていない

これまでの企業文化（業務・習
慣）が変革の阻害要因に

DXは、ITシステム更新の問題
から企業文化刷新の問題へ

デジタルによる変化は戻らない
今変化できなければデジタル敗者



では、何から始めればよいのか？

ここにある業務の流れをデジタル化



業務の流れをデジタル化するとは？

業務可視化

業務プロセスを可視化

誰が、いつ、何を、どうやっているのか



業務可視化の次は？

業務改善

業務プロセスの見直し、効率化

小さな改善を繰り返し、大きな改善に



業務可視化、改善の先には

業務標準化

再現性の高い業務プロセスを標準化

チーム全体で再利用し、代替性を高める



業務可視化/改善/標準化からのデジタイゼーション/デジタライゼーション

デジタイゼーション
Digitaization

● 紙を電子化

● 会議をオンライン化

● RPAによる自動化

アナログ作業をデジタルに置き換える

ことで業務を効率化する

業務可視化 デジタライゼーション
Digitalization

● 自動車の所有からカー
シェアリングへ

● ドラマや映画をオンライン
配信で

● データの自動連携による
プロセス変革

デジタル技術を活用し、ビジネスプロ

セスを変え、新しいビジネスモデルを

創出する
業務改善

業務標準化



3 経理部門におけるDX「成功事例」



Bizer teamとは？

プロセスの可視化 リアルタイムに進捗共有 プロセスの標準化

バックオフィスのチームの生産性向上をサポートするツール



「経理」成功事例



「経理」成功事例

内部監査やJ-SOX監査の際に、慌ててマニュアルを整備することにも違和感を覚

えていました。監査用にマニュアルを作成しても、その場しのぎになってしまって、

その後は更新されない。特に紙やExcelのマニュアルだと、業務内容が変わったら

書き換えをしなければならないので、更新作業に負担がかかります。 

現場で使い続けて、常に更新される“生きたマニュアル”が本来あるべき姿だと

思っていたので、Bizer teamのような機能が理想的でした。現場向けの実用的な

マニュアルで、かつ内部統制や監査法人に対しても、「Bizer teamに入っていま

す」と言えば一瞬で終わりますから。

常に更新される“生きたマニュアル”



「経理」成功事例

進捗管理やタスク共有をBizer teamにお任せできるので、マネジメント側は他のこ

とに時間を使えるようになりました。その一環で、管理部門で使用する業務ツール

を試したり入れ替えたりしているのですが、ツールを変えると業務フローも少しず

つ変わります。フローが変わればテンプレートもすぐに更新されるので、ツールを

変えた時に起こりがちなID管理漏れなどの弊害もありません。 

ツール導入に限らず、事業成長のための積極的なチャレンジに時間を使えるよう

になった点も、Bizer teamのおかげです。

新しいツールを導入し、ツールに合わせて

業務プロセスを再構築



「経理」成功事例

毎月、業務改善のためのミーティングを

実施して継続的な改善を実施

経理では、毎月決算が終わったら 「KPT」という振り返りミーティングを実施していま

す。KPTとは、「K（Keep）：継続したい、良かった取り組み」「P（Problem）：改善したい問

題」「T（Try）：挑戦したいこと」の3つを、付箋で書き出してみんなで発表する場です。ここ

でトライしたいことと期限を決めたら、タスク化してBizer teamに入れています。定期的に

KPTを実施することで、 業務で気づいた改善点はただちにタスクに落とし込める

ようになりました。



「経理」成功事例

KPTを使った継続的な改善



「経理」成功事例



「経理」成功事例

業務可視化により、考える時間の短縮、

連携の強化が生まれ工数削減に

管理グループでは生産性を上げるための要素として「手元を早くする」「考える時間を短くす

る」「連携を良くする」の3つが提唱されています。  

このうち「考える時間を短くする」「連携を良くする」 はBizer teamによって実現さ

れました。タスクが見えるから考える時間も短くなり、連携が図れたことで他の人の作業が

終わるのを待っている時間も減りました 。



「経理」成功事例

小さな改善から捻出した時間を、さらに

大きな改善のための時間に活用

Bizer teamで可視化されたことで、様々なことを予測しながらメンバーが動けています。先回り

して動けると、後から慌てて作業する機会が減るので、結果的に業務時間の短縮に結びつき

ました。 

最初は「6営業日も無理」と言われていたけれど、早い月だと6営業日のお昼に終わることもあ

ります。海外の営業事務のスタッフもBizer teamでタスク管理するとか、 RPAなどを組み合

わせてもっと上流の工程から解決するなど、時間短縮のためにまだまだ使

いこなせる余地があると思っています。  



業務可視化/業務改善/業務標準化の繰り返し

デジタイゼーション
Digitaization

● 紙を電子化

● 会議をオンライン化

● RPAによる自動化

アナログ作業をデジタルに置き換える

ことで業務を効率化する

デジタライゼーション
Digitalization

● 自動車の所有からカー
シェアリングへ

● ドラマや映画をオンライン
配信で

● データの自動連携による
プロセス変革

デジタル技術を活用し、ビジネスプロ

セスを変え、新しいビジネスモデルを

創出する

業務可視化

業務改善

業務標準化



ありがとうございました



4 質疑応答


